
本書の最新版は、弊社ホームページからもダウンロードできます。

https://japan.mimaki.com/ D203676-11
Original instructions
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はじめに
この度はインクジェットプリンター Tiger600シリーズをお買い上げいただきまして、誠にありがとうござ
います。

安全に正しくお使いいただくために、安全上のご注意（以後、本書と称します）をよくお読みいただき、十
分に理解してから使用してください。

本書で使用しているイラストは、機能や手順、操作の説明を目的としており、本機と異なる場合がありま
す。あらかじめご了承ください。

本書の内容を無断で転載することは禁止されています。

© 2023 株式会社ミマキエンジニアリング

l 免責事項

• Tiger600シリーズ（以後、本機と称します）の故障有無に関わらず、本機をお使いいただいたことに
よって生じた直接、または間接的な損害に対して、当社は一切の責任を負いません。

• 本機により作成された製作物に対して生じた直接、または間接的な損害に対して、当社は一切の責任を
負いません。

• 弊社推奨品以外の装置などを使用すると、火災、または本機の破損事故のおそれがあります。この場合
には保証の対象外となります。また、それに対して生じた直接、または間接的な損害に対して、当社は
一切の責任を負いません。

• 弊社純正インク、メンテナンス液をご使用ください。それ以外を使用すると、プリント品質の低下、本
機の故障のおそれがあります。この場合には保証の対象外となります。また、それに対して生じた直
接、または間接的な損害に対して、当社は一切の責任を負いません。

• インクタンクのインクを詰め替えないでください。この場合には保証の対象外となります。また、それ
に対して生じた直接、または間接的な損害に対して、当社は一切の責任を負いません。

l テレビ、ラジオの受信障害について

• 本機稼働中は、高周波が発生しています。不適切な条件下で使用した場合、テレビやラジオの
受信障害を発生するおそれがあります。特殊なテレビやラジオに対して、保証しておりませ
ん。

テレビやラジオの受信障害が発生したら、本機の電源を切ってから、テレビやラジオの受信状態をご確認く
ださい。電源を切って受信障害が解消すれば、本機が原因と考えられます。

次の手順のいずれか、またはいくつかを組み合わせて試してください。

• テレビやラジオのアンテナの向きを変えて、受信障害の発生しない位置を探してください。

• テレビやラジオは、本機から離れた場所に設置してください。
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安全にお使いいただくために

シンボルマーク表示について

本書では、シンボルマーク表示により操作上の注意内容を説明しています。各マークの持つ意味を十分理解
して、本機を安全に正しくお使いください。

内　　容

警告 この指示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡、または重傷の
おそれがある内容を示しています。

注意 この指示を無視して誤った取り扱いをすると、軽傷、または中程度
の負傷のおそれがある内容を示しています。

注記 この指示を無視して誤った取り扱いをすると、財産の損害が発生す
るおそれがある内容を示しています。

一般警告 注意しなければならない事項を示しています。具体的な警告内容
は、マークの中に描かれています。

一般強制指示 実行しなければならない事項を示しています。具体的な強制指示内
容は、マークの中に描かれています。

一般禁止 してはいけない事項を示しています。具体的な禁止内容は、マーク
の中に描かれています。

重要 本機をお使いいただく上で、知っておいていただきたい事項を示し
ています。

ヒント 知っておくと便利な事項を示しています。

参照情報 関連する内容の参照ページを示しています。
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使用上の警告と注意

l 異常事態が発生したら

• 万一、煙が出ていたり、変な臭いがしたりするなどの異常事態が発生したら、直ちに主電源を
切ってブレーカーを落としてください。そのまま使用すると、本機の故障や感電、もしくは火
災につながるおそれがあります。煙が出なくなるのを確認してから、販売店、お近くの弊社営
業所、またはコールセンターにお問い合わせください。お客様による修理は、危険ですから絶
対にしないでください。

• インクやメンテナンス液、廃インク、そのほか本機で使用されている液体が皮膚に付着してし
まったときは、直ちに布などでふき取ってください。そのあと石鹸を使用して、大量の水で洗
い流してください。インクが付着したまま放置すると、皮膚が炎症をおこす原因になります。
皮膚に刺激や痛みを感じたときは、速やかに医師の診断を受けてください。

• インクやメンテナンス液、廃インク、そのほか本機で使用されている液体が目に入ってしまっ
たときは、直ちに大量の清浄な流水で15分以上洗い流してください。コンタクトレンズを着用
していて、容易に外せる場合は、清浄な流水で15分以上洗い流したあとに外してください。ま
た、まぶたの裏まで完全に洗ってください。インクが付着したまま放置すると、失明や視力が
低下する原因になります。目に刺激や痛みを感じたときは、速やかに医師の診断を受けてくだ
さい。

• インクやメンテナンス液、廃インク、そのほか本機で使用されている液体が口に入ってしまっ
たり、飲み込んでしまったりしたときは、無理に吐かせないで直ちにうがいをして、速やかに
医師の診断を受けてください。無理に吐かせると、吐いたものが気管に入ってしまうおそれが
あります。

• 蒸気を大量に吸い込んでしまったときは、新鮮な空気の場所に移動して、暖かくして呼吸しや
すい姿勢で安静にしてください。症状が改善しない場合は、速やかに医師の診断を受けてくだ
さい。

• すぐに医師の診断を受けられない場合は、（財）日本中毒情報センター 中毒110 番に相談して
ください。
（大阪） 072-727-2499 24時間対応
（つくば） 029-852-9999 9～21時対応

• インクが漏れてしまったときは、すぐに主電源を切ってブレーカーを落としてください。その
あと、販売店、お近くの弊社営業所、またはコールセンターにお問い合わせください。
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l 電源に関するご注意

• 電源ケーブルを傷つけたり、加工しないでください。また、重い物をのせたり、加熱したり、
引っ張ったりしないでください。電源ケーブルが破損して、感電や火災につながるおそれがあ
ります。

• 電源ケーブルの破損や芯線の露出、断線などが見られる場合は使用しないでください。本機の
故障や感電、もしくは火災につながるおそれがあります。

• 本機は、必ず接地（アース）極性付きの配電盤に接続してください。本機の故障や感電、もし
くは火災につながるおそれがあります。必ず電気工事士の免許を持った人が電気工事（C種接
地工事（特別第3種接地工事））をしてください。

• 本機の主電源や制御PCの電源を切らないでください。電源を切っていると、オートメンテナン
ス機能（ノズル詰まり防止機能やインク排出経路の清掃機能など）が実行することができませ
ん。吐出不良（ノズル詰まり、飛行曲がりなど）の原因になります。

ON

OFF

• 本機は指定された電源仕様で使用してください。
• 電源ケーブルを接続する際には、電源コンセントの入力電圧、ブレーカーの容量を確認してく

ださい。また、それぞれのケーブルはブレーカーが独立している別の電源に接続してくださ
い。同じブレーカーにつながっているコンセントに接続すると、ブレーカーが遮断する原因に
なります。

l バキュームユニットについて

• バキュームユニットを分解したり、改造したりしないでください。吸着力が低下したり、本機
が発熱して故障の原因になります。

• リリーフ（圧力調整）弁に触れたり、バキュームユニットの排気口をふさがないでください。
吸着力が低下したり、本機が発熱して故障の原因になります。
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• 低温の環境下で使用すると、バキュームユニットから甲高い音が発生することがあります。甲
高い音が発生しても、故障ではありません。

l 本機に乗らないでください

• プラテンの上には絶対に乗らないでください。プラテン盤面の精度が狂って、プリント品質に
影響がでるおそれがあります。

• 乾燥ユニット、巻取／繰出モーター、外部供給ユニットの上には絶対に乗らないでください。
本機の破損やケガをするおそれがあり、大変危険です。

l 可動部に注意してください

• 顔や手など体の一部を可動部に近づけないでください。また作業の妨げになるような服装（ダ
ブついた服装、装飾品など）で、本機に近づかないでください。ケガをするおそれがありま
す。

• 長い髪の毛は束ねてください。ケガをするおそれがあります。

l 分解、改造はしないでください

• 本機を分解したり、改造したりしないでください。本機の故障や感電、もしくは火災につなが
るおそれがあります。

l モニターアームについて

• モニターアームの耐荷重は8kgです。耐荷重より重いモニターは取り付けないでください。
アームが破損するおそれがあります。

• タッチパネルを搭載したモニターアームが、本機正面側に張り出しています。作業中、モニ
ターアームやタッチパネルにぶつかってケガをしないよう注意してください。

• モニターアームの角度を変えることにより、タッチパネルの搭載角度や向きを変更できます。
キャリッジ可動域やプリントに支障のない範囲で、アームの角度を変更してお使いください。



8

l タッチパネルについて

• タッチパネルを強く押したり、擦ったり、突いたりしないでください。
• ボールペンや金属類などの堅いものでタッチパネルをタップしないでください。
• 画面の黒い外枠に触れないでください。
• タッチパネルの画面や黒い外枠に、テープやふせん等を貼り付けないでください。感度が低下

したり、操作できなくなるおそれがあります。

タッチパネル外枠

• タッチパネルに液体が付着した場合は、直ちに拭き取ってください。
• タッチパネル隙間に液体が入らないように注意してください。

l その他、使用上の警告と注意

• 本機に子供を近づけないでください。

• 動作や思考の鈍化を招く可能性のある薬剤や飲料を摂取した状態での本機の使用は控えてくだ
さい。操作ミスによりケガをするおそれがあります。

l 本機の廃棄について

• 販売店、またはサービス実施店にご相談ください。
• お客様自身で廃棄するときは、産業廃棄物処理業者、または関連法規、および地方自治体の条

例に従って処理してください。
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してはいけない危険な行為

電源が入っているときは、以下に挙げた危険な行為は絶対にしないでください。定期メンテナンスなどで
キャリッジが動いたときに、大きなケガ（粉砕やせん断）につながるおそれがあります。

l キャリッジ周辺に顔や手など体の一部を近づけたり、入れたりしない

• キャリッジとYバーの隙間に顔や手など体の一部を近づけたり、入れたりしないでください。

• キャリッジとプラテンまたはステーションの隙間に顔や手など体の一部を近づけたり、入れた
りしないでください。

l 可動部に顔や手など体の一部を近づけたり、入れたりしない

• Yバーのベルトに顔や手など体の一部を近づけたり、入れたりしないでください。
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l ベア部に顔や手など体の一部を近づけたり、入れたり、物を置かない

• Yベアに顔や手など体の一部を近づけたり、入れたり、物を置かないでください。

l 本機稼働中に、プラテンの下に顔や手など体の一部を近づけたり、入れたりしない

• 本機稼働中に、プラテンの下に潜り込んだり、顔や手など体の一部を入れたりしないでくださ
い。

l 本機稼働中に、巻取ユニットに顔や手など体の一部を近づけたり、のぞき込んだりし
ない

• 本機稼働中に、巻取ユニットに顔や手など体の一部を近づけたり、のぞき込んだりしないでく
ださい。

l プラテンに手や物を置かない

• プラテンに顔や手など体の一部、またはメディア以外の物を置かないでください。

l キャリッジの動作を妨げない

• キャリッジが動作中（プリントやクリーニングなど）は、無理矢理キャリッジを動かさないで
ください。
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使用上の制限について

使用上の制限

• 本機は高速可動部、高温部を有し非常に危険です。本機の使用は、それらの危険性を十分理解
した使用者に限られます。

使用者の制限

• 本機を使用するオペレーターは、弊社が実施する安全教育の受講者、もしくはその受講者から
教育を受けた方のみとしてください。

エリア制限

• 適切な訓練を受けた使用者以外の者が装置に近づくことを禁止します。下図に示す範囲でエリ
ア制限を設けてください。エリア制限の方法は、本機を専用の個室に設置する、囲みを設ける
など、危険なエリアであることを認識させる必要があります。

• 危険エリアには、弊社が実施する安全教育の受講者、もしくはその受講者から教育を受けた方
のみとし、安全教育受講者以外は立ち入り禁止としてください。本機が動作中に教育を受けて
いない方が隔離エリア内に入ると、プリント中のキャリッジやテンションバーなどの可動部に
当たるなどケガなどをする危険性があります。

1000 mm
以上

1000 mm以上

1000 mm
以上

**危険エリア**
1000 mm以上

• 安全棚にてエリア制限を行う場合は、EN ISO13857規格にて従う安全棚を設けてください。
• 専用の部屋に設置する場合は、部屋の扉への鍵やインターロックを設け、最終的に設置現場に

てリスクアセスメントを実施の上、ご使用ください。
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インクやその他本機で使用されている液体
を取り扱うときの注意事項
インクやメンテナンス液、そのほか本機で使用されている液体の容器に、液体に関する注意書きが添付され
ています。よくお読みいただき、十分に理解してから使用してください。

• 取り扱い前に必ず安全データシート（SDS）をご覧ください。https://japan.mimaki.com/
supply/sds/

• インクやメンテナンス液、廃インク、そのほか本機で使用されている液体を取り扱うときは、
換気に十分注意して、必ず保護メガネ、手袋、マスクなどを着用してください。インクなどの
液体が跳ねて、皮膚に付着したり、目や口の中に入ったりするおそれがあります。

• インクが入っているケースに強い衝撃を与えたり、激しく振り回したりしないでください。ま
たインクを詰め替えないでください。インクが漏れて皮膚に付着したり、目や口の中に入った
りするおそれがあります。

• インクが入っているケースを分解しないでください。インクが漏れて、皮膚に付着したり、目
や口の中に入ったりするおそれがあります。

• インクやメンテナンス液、そのほか本機で使用されている液体を子供が立ち入るおそれのある
場所に保管しないでください。

• インクやメンテナンス液、そのほか本機で使用されている液体、インクなどが付着した容器や
紙タオルなどを廃棄するときは、産業廃棄物処理業者、または関連法規、および地方自治体の
条例に従って処理してください。

• インクやメンテナンス液、そのほか本機で使用されている液体を直射日光が当たる場所に保管
しないでください。

• インクやメンテナンス液、そのほか本機で使用されている液体を金属切削液や揮発性の高い物
質（アミン類、アミン変性アルコール類など）が充満している場所に保管しないでください。
そのような場所に保管すると、故障や吐出不良（ノズル詰まり、飛行曲がりなど）の原因にな
ります。

• インクやメンテナンス液、そのほか本機で使用されている液体は、他のプリンターで使用しな
いでください。故障の原因になります。

• 床から1m以内の低い場所に保管してください。落下したときに液体が飛散するおそれがありま
す。

• 密閉した状態で保管してください。
• 冷暗所で保管してください。

(1) インクが凍結しない環境での保管をしてください。解凍したインクを使用すると、インク
の成分が変質してプリント品質が低下するおそれがあります。

(2) 寒い所から暖かい所に移したインクは、本機と同じ環境に3時間以上放置し使用環境と同
様の温度になったことを確認してから利用してください。

(3) インクは使用直前に開封して、早めに使い切ってください。開封してから長時間経過した
ものは、プリント品質が低下するおそれがあります。

https://japan.mimaki.com/supply/sds/
https://japan.mimaki.com/supply/sds/
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• インクやメンテナンス液、そのほか本機で使用されている液体は、他のプリンターで使用しな
いでください。故障の原因になります。
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設置上のご注意

• 火気のある場所に本機を設置しないでください。
• 本機の上や近くに花瓶、植木鉢、コップ、化粧品、化学薬品、水などの入った容器、または小

さな金属物を置かないでください。本機内部に浸入すると、本機の故障や感電、もしくは火災
につながるおそれがあります。

• 湿気の多い場所や水のかかる場所に本機を設置しないでください。本機の故障や感電、もしく
は火災につながるおそれがあります。

• 本機を子供が立ち入るおそれのある場所に設置しないでください。

• 換気の悪い部屋、もしくは密閉された部屋に本機を設置する場合は、必ず換気装置を設けてく
ださい。

• 排気口施工については、必ず以下の内容をお守りください。

(1) 排気口の設置は、各国の地域のEHS（Environmental, Health and Safety）ガイドラインに
したがってください。

(2) 排気口に閉鎖弁などを設置した場合、本機使用中は必ず閉鎖弁を開けてください。

• 本機の重量に対して、床強度、耐荷重が条件を満たしているかを確認の上、設置してくださ
い。

• ホコリや粉じんのある場所に本機を設置しないでください。本機の内部に浸入すると、故障や
吐出不良（ノズル詰まり、飛行曲がりなど）の原因になります。

• エアコンなどの風があたる場所に本機を設置しないでください。本機の内部にホコリや粉じん
などが浸入するおそれがあります。

• 不安定な場所や振動が発生する場所に本機を設置しないでください。故障や吐出不良（ノズル
詰まり、飛行曲がりなど）の原因になります。

• 直射日光が当たる場所に本機を設置しないでください。
• 温度変化が激しい場所に本機を設置しないでください。故障や吐出不良（ノズル詰まり、飛行

曲がりなど）の原因になります。
• ノイズを発生する大型の機械が置いてある場所に本機を設置しないでください。
• 写真定着材の蒸気や酸性（酢酸、塩酸など）の気体が発生していたり、金属切削液や揮発性の

高い物質（アミン類、アミン変性アルコール類など）が充満してたりする場所に本機を設置し
ないでください。そのような環境下に設置すると、プリントヘッド表面のインクが固まり、故
障や吐出不良（ノズル詰まり、飛行曲がりなど）の原因になります。

• 動作可能環境：20~30 °C（68~86 °F）、35~65% Rh（結露なきこと）
• 精度保証温度：20~25 °C（68~77 °F）

• 作業領域全体がはっきり見える場所に本機を設置してください。（目安：300ルクス）
暗い場所での作業は、操作ミスやケガをするおそれがあります。
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• 下図の設置環境には特に注意し、極力避けて設置してください。ステーション側に風が当たる
ような環境下では、待機時にノズル抜けなどが発生しやすくなります。
やむをえず下図のような環境下で使用され、待機時にノズル抜けが発生する場合は、エアコン
と本機の間にパーテーション等を設置し、ステーションに直接風が当たらないようにしてくだ
さい。

10

ステーション

ステーション直上にエアコンの吹き出し口がある。

ステーション側にエアコンが
設置されている。
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設置スペース

メディアやインクの交換を安全に正しく行うためには、以下のスペースが必要です。

項目 Tiger600-1800TS

幅
*1 8,300 mm以上（5,300 mm）

奥行き
*1 5,800 mm以上（2,800 mm）

高さ
*1 （1,900 mm）

重量 1,620kg

*1. （）内は、本機のサイズ

1,500 mm以上

1,500
mm以上

1,500 mm以上

5
,8

0
0

 m
m

以
上

1,500 
mm以上

8,300 mm以上

• 安全棚にてエリア制限を行う場合は、EN ISO13857規格にて従う安全棚を設けてください。
• 専用の部屋に設置する場合は、部屋の扉への鍵やインターロックを設け、最終的に設置現場に

てリスクアセスメントを実施の上、ご使用ください。
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アジャスターフットについて

お客様自身でアジャスターフットの調整は行わないでください。本機が正常に動作しなくなるおそれがあり
ます。
何か気になる点がございましたら、販売店、お近くの弊社営業所、またはコールセンターにお問い合わせく
ださい。

アジャスターフット（大）

アジャスターフット（小）

[上面図］

本機を移設したいとき

販売店、お近くの弊社営業所、またはコールセンターにお問い合わせください。お客様が本機を移設する
と、故障や破損のおそれがあります。

• 下図の設置環境には特に注意し、極力避けて設置してください。ステーション側に風が当たる
ような環境下では、待機時にノズル抜けなどが発生しやすくなります。
やむをえず下図のような環境下で使用され、待機時にノズル抜けが発生する場合は、エアコン
と本機の間にパーテーション等を設置し、ステーションに直接風が当たらないようにしてくだ
さい。

10

ステーション

ステーション直上にエアコンの吹き出し口がある。

ステーション側にエアコンが
設置されている。
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非常停止スイッチ、ライトカーテンについ
て
本機は安全にご使用いただくため、非常停止スイッチ、ライトカーテンが設置されています。
ライトカーテンは、人物や物を検出したら本機を停止します。

• 作業開始前にあらかじめ非常停止スイッチ、ライトカーテンが正しく動作するかを確認してく
ださい。

• 障害やオペレーターの危険が生じた場合、損傷の拡大を防ぐため非常停止スイッチを押して本
機を停止してください。

• 非常停止スイッチを解除する場合は、搬送部に挟み込まれているものがないことや、お客様の
安全を確認してから解除してください。スイッチを解除するときは、非常停止スイッチを反時
計回りに回します。解除し、MPC画面上でアラームクリアを実施すると、搬送部が初期化動作
を行い、初期化動作完了後マシン操作可能となります。

l 非常停止スイッチ位置、ライトカーテン検出エリア

：ライトカーテン未検出エリア
（プラテン上61.5mmの範囲、側面）

：ライトカーテン検出エリア

：非常停止スイッチ

[Front]

[Rear]

※このスイッチのみ移動、延長可能
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警告ラベル
警告ラベルの内容を十分理解してください。

警告ラベルが汚れて読めなくなったり、剥がれたりした場合は、販売店、またはお近くの弊社営業所で、新
しい警告ラベルをお買い求めください。

9

1

1

9

9

5

9

9

10

9

5

1

5

7

8 811

1

8

7

9

3
11

3

3

10

1

9

7

11

2

8

8

8

7

11

3
6

4
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N
o.

注文番号 ラベル 内容

1 M903239 高温部を示しています。

2 M903281 電源コード接続の際に注意してく
ださい。

3 M903330 作業中に保護メガネや手袋を着用
してください。

4 M905624 電流漏洩に注意してください。

5 M906115 可動部に注意してください。

6 M906222 頭上に注意してください。

7 M907764

CAUTION

ATTENTION

DO NOT STEP ON TOP

NE GRIMPEZ PAS DESSUS

上に乗らないでください。

8 M907935 高電圧に注意してください。

9 M909381 可動部に注意してください。
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N
o.

注文番号 ラベル 内容

1
0

M912054 挟み込みに注意してください。

1
1

M918531 重量物持ち上げの際に注意してく
ださい。



22

安全上の注意チェックシート
№ 分類 項目 備考 チェック

1 免責事項 免責事項の内容を十分に理解しています。  P. 3 □

2 安全機能 非常停止スイッチの位置、ライトカーテンの検出エリアと
その挙動を十分に理解しています。

 P. 18 □

3 設置環境 装置の環境仕様を十分に理解しています。  P. 14
 P. 16

□

4 エリア制限 • 適切な訓練を受けた使用者以外の者が装置に近づくこ
とを禁止します。
エリア制限の方法は、本機を専用の個室に設置する、
囲みを設けるなど、危険なエリアであることを認識さ
せる必要があります。

• 危険エリアには、本機が動作中に教育を受けていない
方が隔離エリア内に入ると、プリント中のキャリッジ
やテンションバーなどの可動部との接触などにより重
大なケガなどを負う危険性があります。

 P. 11 □

5 入力の注意 電源接続時の注意項目を十分に理解しています。  P. 19 □

6 危険電圧 • Yモータアンプの高電圧注意。

• Xモータアンプの高電圧注意。

• 巻取モータ、繰出モータの高電圧注意。

• ヒータの高電圧注意。

 P. 19 □

7 高温注意 • 巻取モータ表面注意。

• 繰出モータ表面注意。

• 乾燥ヒータユニット外装注意。

 P. 19 □
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№ 分類 項目 備考 チェック

8 可動部注意
接触注意

• キャリッジのスキャン動作時の挟み込みと衝突。

• キャリッジのスキャン動作時のYベアの挟み込み。

• 搬送動作時のテンションバーの挟み込み。

• 搬送動作時のモータへの巻き込まれ。

• メンテ作業時の頭上注意。

 P. 19 □

9 重量注意 • 重量メディアセット時の注意。

• インクタンクセット時の注意。

• 廃液タンク交換時の注意。

• 洗浄液タンク交換時の注意。

 P. 19 □

10 液体の取り
扱い

インクやその他本機で使用されている液体のSDS、取り扱
い時の注意事項を十分に理解しています。
作業時の保護メガネ、手袋の着用義務を理解しています。

 P. 12 □

11 リスクアセ
スメント

リスクアセスメントの内容を十分に理解しています。 別紙 □
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同意確認書

キリトリ線 キリトリ線

サイン（受講者）

私は、ミマキエンジニアリングのサービスもしくは販売会社から、本装置のマニュアル「安全上のご注
意」に従い、適切な安全訓練を受講したことに同意します。また、安全訓練受講者およびその者から安全
訓練を受けた者のみが、本装置を使用することに同意します。

Tiger600シリーズ

同意確認書

お客様控え

安全訓練受講者

氏名

社名

本装置：

受講日

安全訓練実施者

氏名

社名

受講日

サイン（実施者）

私は、ミマキエンジニアリングのサービスもしくは販売会社から、本装置のマニュアル「安全上のご注
意」に従い、適切な安全訓練を受講したことに同意します。また、安全訓練受講者およびその者から安全
訓練を受けた者のみが、本装置を使用することに同意します。

同意確認書

メーカー控え

安全訓練受講者

氏名

社名

本装置：

安全訓練実施者

氏名

社名

受講日

Tiger600シリーズ
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